
子どもから大人まで幅広い利用者と
つながる学生図書委員

島根県立大学短期大学部

松江キャンパス学生図書委員会



目的

学生と図書館の架け橋となり、学習や研究

支援のための環境整備、多様化する学生の

ニーズに対応する

現在の構成

２年生９名、１年生９名の計１８名

（委員長１名、副委員長２名、書記１名）



幅広い利用者を対象に活動

１，図書館の利用者

２，学生

３，おはなしレストランライブラリーの利用者

（以下「おはレス」）

４，地域の利用者

５，その他



・展示（月１回）

・図書館新聞

・DVDフリーペーパー

・選書（年２回）

・ブログの更新

・季節ごとの飾り付け

・カレンダーの制作

・図書装備



展示、図書館新聞、ﾌﾘｰﾍﾟｰﾊﾟｰ



選書、カレンダー製作

選書した本は、学生図
書委員推薦図書として
展示しています。

カレンダーの絵は学生
図書委員が書きました



・大学祭での活動報告

・大学祭でのビブリオバトル

・大学祭でのしおり販売

・アンケートの実施

・読書マラソン



活動報告・ﾋﾞﾌﾞﾘｵﾊﾞﾄﾙ・しおり販売
（大学際にて）



アンケート、読書マラソン



・おはなしマラソン

・図書館クイズ



おはなしマラソン

参加してくれた子。

2枚のメダルを獲
得しました。

子どもたちが描い
てくれたPOP



図書館クイズ

図書館クイズに夢中の様子



・合同読書会

・大学祭でのしおり販売

・大学祭でのビブリオバトル

・大学祭での活動報告

・おはなしマラソン

・図書館クイズ



合同読書会

地域の方々との合同読書会



・全国図書館大会での活動報告

・学生協働交流シンポジウムでの活動報告

・ブログ

・Facebook

・YouTubeでの動画配信

（ビブリオバトル、全国図書館大会）



全国図書館大会

発表は、緊張しましたが色々なお話
を聞くこともでき、貴重な経験が出
来ました



学生協働交流シンポジウム

他大学の発表を聞き良い
刺激になりました



活動した結果

・学内で学生図書委員の活動が周知され始め

ている

・学生図書委員選書本の貸出冊数が伸びてい

る（貸出冊数の全体に占める割合）

・おはレスでの企画参加者が年々増加している

・他大学から活動に関して問い合わせが来るよ

うになった



今後の課題

・学内で学生図書委員の活動が周知され始め

ているが、まだまだPRが必要

・企画の継続

・新しい企画の提案

等々



今後の目標

松江キャンパス学生図書委員が
出来ることをする

たとえば…

・松江キャンパス独自の読書マラソン

・学習支援よりも…

・蔵書点検、図書装備は企画の1つ



今後の目標

たとえば…

・おはレスでの企画

松江キャンパス学生図書委員に
しか出来ないことをする

・合同読書会

・全学生・全教職員へのアンケート



さらにそれらを探すために…

・図書館を知る

・大学を知る
・他大学の活動を知る

松江キャンパス学生図書委員が出来ることを
する

松江キャンパス学生図書委員にしか出来ない
ことをする



ご清聴ありがとうございました

●島根県立大学短期大学部

松江キャンパス学生図書委員会

http://matsuec.u-shimane.ac.jp/campus/
library/tosyoiin/

●松江キャンパス学生図書委員会ブログ

http://dropkatharsis.blog82.fc2.com/


